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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

学習指導要領では，児童生徒の資

質・能力の育成のため，「主体的・

対話的で深い学び」の実現を目指し

ています。このことを踏まえ，当セ

ンターでは，平成30年度から視点を

変えながら授業改善に関する研究に

取り組んでいます（図１）。これま

で，授業づくりの理念やヒント集，

資質・能力を活用・発揮できるアイ

ディアなどを提案してきましたが，

令和４年度からは次の答申に着目し，研究を進めることとしました。

令和３年答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性

を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」（以下「令和３年答申」と略）

では，学習指導要領に基づいた児童生徒の資質・能力の育成に向けて，「個別最適な学

び」と「協働的な学び」を一体的に充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た授業改善が必要であると述べられています。また，同じく令和３年答申では，「個別最

適な学びと協働的な学びを実現するためには，ＩＣＴは必要不可欠なものである」とも述

べられています。このことは，本県の令和４年度「学校教育の指針」で，全教育活動を通

して取り組む教育課題として示された「ＩＣＴを活用した教育の推進」にもつながるもの

です。

以上のことから，「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の視点で研究に取

り組むことは，学習指導要領及び「令和３年答申」，本県の「学校教育の指針」の趣旨が

一層具現化され，各教科等における「主体的・対話的で深い学び」の実現と児童生徒の資

質・能力の確実な育成に資するものと考えます。

２ 研究のねらい

本研究は，「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の視点で，授業づくりや

ＩＣＴの効果的な活用について検討することで，「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向けた更なる授業改善に資することをねらいとします。

３ 研究の仮説

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の視点で，学習活動や教師の支援，

図１ 授業改善に関するこれまでの研究
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ＩＣＴの効果的な活用等を検討し，授業改善に取り組むことで，各教科等における「主体

的・対話的で深い学び」の実現と，児童生徒の資質・能力の確実な育成に資するだろう。

４ 研究の内容

(1) １年次（令和４年度）の取組

・「個別最適な学び」「協働的な学び」「一体的な充実」等の言葉の捉え方について検

討し，研修講座で活用する説明資料を作成しました。

・各教科の研修講座において，既存の学習指導案を基に，「個別最適な学びと協働的な

学びの一体的な充実」の視点から，学習活動や教師の支援について検討する演習を実

施しました。

・演習シートや付箋の記述を基に，「個別最適な学び」「協働的な学び」「一体的な充

実」について分析し，「個別最適な学び」や「協働的な学び」を取り入れることがで

きる「学習場面例」についてまとめました。

・ＩＣＴの活用事例や先行研究について情報を収集するとともに，演習シートや付箋の

記述を参考にしながら，「ＩＣＴ一覧表」の作成に取り組みました。

(2) ２年次（令和５年度）の取組

・１年次に作成した「学習場面例」や「ＩＣＴ一覧表」を活用し，より具体的に「個別

最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の視点で，授業づくりに取り組むことが

できる演習を実施します。

・演習の内容を基に，授業づくりに役立つ「手引」を作成します。

・２年間の研究成果について，秋田県教育研究発表会において発表し，当センターウェ

ブサイトで公開します。
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Ⅱ 研究の実際

１ 本研究における言葉の捉え方

本研究では，「個別最適な学び」「協働的な学び」が，資質・能力の育成に向けた「主

体的・対話的で深い学び」を更に充実させるための視点であると捉えます。そして，それ

らの学びを効果的に行うための基盤的ツールとしてＩＣＴの活用が必要不可欠であること

を踏まえ，授業改善のイメージ図（図２）を作成し，本研究で使用する言葉を次のように

捉えました。

図２ 授業改善のイメージ図

＜個別最適な学び＞

児童生徒が，学習課題や学習方法，学習活動などを，学習の定着度や興味・関心に

応じて選択や設定ができる学び

＜協働的な学び＞

児童生徒が，多様な他者と共に活動することで，考えを広げ，深めることができる

学び
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２ ３班体制での研究の推進

１年次は，「研究キーワード検討班」「講座運営企画班」「ＩＣＴ活用調査班」の３班

（図３）に分かれて研究を進めました。

研究キーワード検討班は，「個別

最適な学び」「協働的な学び」「一

体的な充実」等の言葉の捉え方を確

認し，ポイントをまとめた研修講座

資料（図４）を作成しました。資料

は，各研修講座での説明で活用し，

「主体的・対話的で深い学び」の更

なる充実に向けた取組であることを

前提として，各キーワードについ

て，受講者の理解が深まるよう工夫

しました。

講座運営企画班は，研修講座で行

う演習の実施方法を検討し，モデル

となる流れを作成しました。演習

は，学習指導案と付箋を用いて，こ

れまでの学習活動や教師の支援につ

いて検討する形態としました。演習

の実施後は，成果や課題について報

告し，より充実した演習になるよう

情報共有を図りました（図５）。

ＩＣＴ活用調査班は，ＩＣＴの活用に関する先行研究事例や，使用するソフトや機能の

種類等について情報を収集しました。また，演習での受講者の発言や付箋に書かれた内容

を基に，授業づくりに役立つ一覧表の作成に向けて，分類や整理の方法，提示の仕方など

を検討しました。

図３ ３班体制での研究推進と各班の役割

図４ 研修講座資料の一例

図５ 講座運営企画班の取組
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３ 演習の実際

(1) 演習の流れ

演習のはじめに，「個別最適な学

び」「協働的な学び」「一体的な充

実」等のキーワードとなる言葉の捉

え方について説明し，学習指導案の

検討をします。検討は，既存の学習

指導案を基に，「個別最適な学び」

は黄色，「協働的な学び」は青，

「ＩＣＴの活用」はピンク，と色分

けをした付箋に，学習活動や教師の

支援についてのアイディアを書き込

む形で行いました。その後，一体的な充実を図ることができる場面について考察を行いま

した（図６）。演習は，小・中・高等学校の各教科の研修講座で実施しました。

(2) 小学校算数の演習紹介

演習の事例として，実践的指導力

習得研修講座（小学校２年目）算数

の取組を紹介します。はじめに，学

習指導案を基に，個人での検討やグ

ループでの協議を行いました（図

７）。「個別最適な学び」の付箋に

は，「自力解決の場面でブロックや

シール，絵などの方法から児童が自

分に合った学び方や解決方法を選択

する」といったアイディアが書き込

まれました。また，それぞれの学び

を効果的に進めるための「ＩＣＴの

活用」について，タブレットや大型

モニタによる共有，振り返りなどが

検討されました。

まとめと考察（図８）では，「学

び方や解決方法を複数設定して選択

できるようにすることが有効だと感

じた」「個別から協働，協働から個

別への流れの中で，学びが深まる」

といった意見が出されました。本研修講座では，まとめと考察を行った後，より実践的な

取組として，「個別最適な学び」「協働的な学び」の視点を取り入れた学習指導案の作成

と模擬授業を実施しました。

図７ 各教科の演習の様子

図６ 学習指導案検討の流れ

図８ 各教科の演習の様子
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(3) 多様な場面での授業検討，情報収集

(1)(2)で紹介した学習指導案の検討を基本としながら，ＤＶＤ授業研修を基にした検討，

思考ツールによる検討，ＩＣＴを活用した学習指導案の検討，中高合同研修での意見交換

など，当センターで実施されている様々な研修講座の形態に合わせて，広く授業検討や情

報収集を行いました（図９）。

(4) 受講者の感想から

受講者Ａは，演習を通して，これまで取り組んできたことの中に，「個別最適な学び」

や「協働的な学び」に通じるものがあったことに気付いたと記述しています（図10）。ま

た，受講者Ｂの記述からは，「個別

最適な学び」について理解が深まっ

たことに加え，今後の授業づくりに

対する意識が高まったことが読み取

れます（図11）。

受講者Ｃは，「個別最適な学び」

や「協働的な学び」が，授業のどの

場面でも取り入れられるとした上

で，一体的な充実について考察しま

した（図12）。

受講者Ｄは，「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を単元のどこに

位置付けるかが重要であると捉え，

ＩＣＴの活用によって学びが一層活

性化すると記述しました（図13）。

以上のような受講者の感想の記述

図９ 多様な場面での情報収集

図10 受講者Ａの感想

図11 受講者Ｂの感想

図12 受講者Ｃの感想
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から，学習指導案を見直す演習を通

して，「個別最適な学び」「協働的

な学び」「一体的な充実」等につい

ての理解が深まったことに加え，新

たな気付きを得て，授業改善に対す

る意識が向上したことを読み取るこ

とができました。

４ 指導案検討をしたシートの分析

演習の内容を基に，１年次のまとめに向けて，教科担当の指導主事が学習指導案の検討

を行ったシートの分析をしました。

(1) 「個別最適な学び」「協働的な学び」

「個別最適な学び」の付箋は，授

業の「導入」「展開」「まとめ」の

いずれの場面にもまんべんなく貼ら

れており，各場面で設定できること

が分かりました（図14-①)。

「協働的な学び」は，「個別最適

な学び」と連動して貼られている部

分が多くあり，「個別最適な学び」

と関連付けながら設定していくこと

で効果が大きくなると分析しました

（図14-②）。

また，演習シートの一部では，授

業のねらいと離れた学習活動や教師

の支援が記されている付箋も見られ

ました。指導案検討を行う際には，

身に付けるべき資質・能力を明確に

した上で，効果的な学習活動や教師

の支援について検討することが大切

であることも再確認しました。

(2) 「一体的な充実」

一体的な充実について考察した部分では，「個別最適な学び」から「協働的な学び」，

更に「個別最適な学び」という流れになっている部分に着目したものが多くありました。

この流れが，一体的な充実の一つの形になると考えます（図15）。また，一体的な充実を

通して，深い学びの実現や新たな課題の発見につながっていくことを考察しているシート

もあり，一体的な充実を図ることの重要性が見えてきました。

図14‐① 演習シートの分析①「個別最適な学び」

図13 受講者Ｄの感想

図14‐② 演習シートの分析①「協働的な学び」
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(3) ＩＣＴの活用

ＩＣＴの活用についての記述から

は，学習活動の幅が広がり，多様に

なることが確認できました。一方

で，機材や活用状況，ソフトウェア

や機能が，校種や地区によって異な

るため，意見共有が進まない面も見

られました。この点を踏まえ，授業

づくりに役立つ一覧表の作成におい

ては，用途によって整理するなどの

工夫が必要となることを確認しまし

た（図16）。

５ 付箋の整理・分類

次に，演習シートの付箋の記述を

整理・分類し，「個別最適な学び」

「協働的な学び」の視点を設定でき

る学習場面を検討しました。

例えば，「学習コーナーや既習事

項の掲示の活用（算数）」「これま

での学習を確認する（理科）」など

の付箋を基に「既習を確認する場

面」，また，「音読の方法を選択す

る（国語）」「経済発展か，環境保

全かを選択して考える（社会）」

「課題解決のための方法を複数用意

し，児童が選択できるようにする

（算数）」などの付箋を基に，「学

習活動を選択する場面」という分類

を行いました（図17）。

同様に「協働的な学び」の付箋か

ら，意見の交流や共有を行う「交流

や共有をする場面」，話合いや議論

を通して新たな考えや課題を発見す

る「協議や討論をする場面」のほ

か，「制作や表現をする場面」など

の分類を行いました（図18）。いず

れも「個別最適な学び」を基にした

協働での学びになっていることがポ

図17 付箋の整理・分類①「個別最適な学び」

図15 演習シートの分析②「一体的な充実」

図16 演習シートの分析③「ＩＣＴの活用」

図18 付箋の整理・分類②「協働的な学び」
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イントといえます。

「ＩＣＴの活用」についての付箋

には，「個別最適な学び」や「協働

的な学び」を円滑に進めるための活

用が記述されていました。付箋の分

類から，「共有や整理をする場面で

の活用」「学習のまとめの場面での

活用」のほか，「オンラインでの協

議」や「インターネット上のマップ

を使った調べ学習」などの記述か

ら，「ＩＣＴの活用で可能になる活動」などの分類を行いました（図19）。

６ 「学習場面例」と「ＩＣＴ一覧表」

付箋の整理・分類を基に，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を設定することので

きる「学習場面例」をまとめました（図20）。「個別最適な学び」を設定できる場面とし

て，「既習の学習内容を確認する場面」「学習課題やめあてを設定する場面」「情報を収

集する場面」「補充的な学習や発展的な学習に取り組む場面」などを取り上げました。ま

た，「協働的な学び」を設定できる場面として，「交流や共有をする場面」「整理やまと

めをする場面」「制作や表現，実践をする場面」「相互評価をする場面」などを取り上げ

ました。

また，これらの学習場面を，ねらいに応じて組み合わせて単元（題材）や授業を構想す

ることにより，「一体的な充実」が図られていくものと捉えました。

図19 付箋の整理・分類③「ＩＣＴの活用」

図20 各視点を設定することのできる学習場面例
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「ＩＣＴの活用」については，付箋の記載や受講者の感想から見えてきた課題を踏まえ，

「ＩＣＴ一覧表」を作成しました（図21）。図20で示した「各視点を設定することのでき

る学習場面例」を基に，各場面や，場面と場面を組み合わせた場合の学習活動，学習活動

を円滑に進めていくためのソフトウェアや機能をまとめることとしました。

「個別最適な学び」の視点 「協働的な学び」の視点 授業場面における学習活動 内容例 ソフトウェアや機能

情報を収集する場面
教室の枠を越えた学
びをする場面

オンラインでの校外実習
に参加する

小学校3年社会科の学習「身近な地
域の様子や見学」をオンラインによ
り実施する。地域の農家の方へのイ
ンタビューをＺｏｏｍで行う。また
施設の様子を農家の方から伝えても
らうなど，ＩＣＴを効果的に活用し
ながら学習を進める。

Zoom

自ら学習を調整する場
面

知識・技能の習得を図る

・古文や漢文等の教材となる動画を
視聴して，言葉の響きやリズムに親
しむ。
・書写の指導において，デジタル教
科書等を活用して，点画の書き方へ
の理解を深める。
・跳び箱運動の技について確認す
る。

デジタル教科書

学習課題やめあてを設
定する場面

交流や共有をする場
面

自分の考えを深める

・自分で考えたことを画面上の付箋
に書き出し，その付箋を目的や意図
に応じて分類する。
・プレゼンテーションソフト上でス
ライドを並べ替えるなどして，自分
の伝えたいことがより明確に伝わる
よう，目的や意図，相手に応じて用
いる情報を取捨選択したり，話や文
章の構成を考えたりする。
・デジタル教科書上で自分が重要だ
と考えた箇所に線を引き，友達と比
較するなどして，考え直した場合に
線を引き直す。

ロイロノート
付箋アプリ
パワーポイント

課題の解決に向けた手
立てを設定，選択する
場面

発表をする場面
考えたことを表現，共有
する

・デジタルカメラやカメラ付端末を
活用し，スピーチや話合いの様子を
録画・再生して自分の話し方を確認
したり助言し合ったりする。
・プレゼンテーションソフトを活用
して発表資料を作成する。

カメラ
パワーポイント

既習の学習内容を確認
する場面

学習の見通しをもった
り，学習した内容を蓄積
したりする

・モデルとなるスピーチの動画を視
聴し，学習の見通しをもつ。
・以降の学習における様々な学習活
動において自分の必要に応じて適宜
参照できるよう，学習した内容を個
人のフォルダに蓄積する。
・内容のまとまりごとに，学んだこ
とを蓄積していくことで，過去の学
びを振り返りながら理解を深めてい
くことができ，ポートフォリオとし
て活用できる。
・自学時間を毎日記録し自己の学習
を管理する（授業以外での活用）。

インターネット
ロイロノート
Classi

図21 ＩＣＴ一覧表
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Ⅲ 研究のまとめ

１ １年次の成果と課題

＜成果＞

○受講者の振り返りや感想から，演習において「個別最適な学び」や「協働的な学び」を

意識的に取り入れる機会を設定したことで，受講者の授業改善に対する意識の高まりが

見られた。

○演習の過程で「一体的な充実」について考察をしたことで，受講者の「主体的・対話的

で深い学び」に対する理解が深まった。

○ＩＣＴの効果的な活用について，受講者と再確認することができた。

＜課題＞

●１年次は，学習指導案検討を中心として演習を行ったが，「個別最適な学びと協働的な

学びの一体的な充実」の視点で，実際に授業づくりをするためには，児童生徒の思考に

沿った，より具体的で実践的な演習を設定していく必要がある。

●ＩＣＴの効果的な活用について継続して情報を収集し，まとめ方を検討する必要がある。

２ ２年次に向けて

成果と課題を踏まえ，２年次は，今年度まとめた「各視点を設定することのできる授業

場面例」「ＩＣＴ一覧表」を活用し，より具体的な授業づくりに関する演習を実施してい

きます。また，「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」について理解を深めた

り，授業に取り入れやすくしたりするための「手引」（図22）等を作成し，授業改善に役

立つ研究にしていきたいと考えています。

図22 「手引」のイメージ
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